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一

　
　
　

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
島
根
県
出
雲
市
大
社
町
の
手
錢
記
念
館
に
所
蔵
さ
れ
る
俳
諧
資
料

の
中
か
ら
、『
俳
諧
根
本
式
』（
写
本
一
冊
）
を
翻
刻
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

手
錢
家
は
、
貞
享
年
間
に
大
社
に
移
り
住
ん
だ
喜
右
衛
門
長
光
（
寛
文
二
年

～
寛
延
二
年
）
を
祖
と
す
る
商
家
で
、
町
役
の
大
年
寄
を
長
く
勤
め
た
。
歴
代

の
当
主
は
文
芸
に
も
関
心
を
寄
せ
、
和
歌
・
漢
詩
・
俳
諧
に
熱
心
で
あ
っ
た
。

　

本
書
に
は
、
序
文
や
奥
書
が
な
く
、
成
立
や
書
写
者
、
書
写
年
次
な
ど
は
不

明
で
あ
る
。
し
か
し
、
巻
頭
（
第
一
丁
裏
）
に
、「
冠
李
」
の
蔵
書
印
が
捺
し

て
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
、
冠
李
（
享
保
四
年
～
寛
政
八
年
、
三
代
目

当
主
季
硯
の
弟
）
が
、
自
ら
書
写
し
て
所
蔵
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
。
な
お
、
本
書
と
同
じ
罫
線
を
摺
っ
た
料
紙
を
使
用
し
、
筆
跡
も
共
通
す

る
『
俳
諧
十
五
篇
』（
手
錢
記
念
館
蔵
本
）
に
つ
い
て
は
、
前
号
に
翻
刻
を
掲

載
し
た
。
本
書
は
、
た
ん
に
冠
李
に
関
わ
る
資
料
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
近
世

中
期
の
大
社
で
ど
の
よ
う
に
俳
諧
が
享
受
さ
れ
て
い
た
の
か
を
探
る
た
め
に
も

重
要
な
資
料
で
あ
る
。

〈
書
誌
〉書

型
…
…	

写
本
一
冊
。
袋
綴
じ
。
楮
紙
。

表
紙
…
…	

灰
色
布
目
表
紙
。
縦
二
三
．
五
㎝
×
横
一
六
．
四
㎝
。

題
簽
…
…	

左
肩
単
辺
。「
俳
諧
根
本
式
」
と
墨
書
（
題
簽
の
単
辺
も
墨
書
）。

写
式
…
…	

罫
線
（
毎
半
葉
一
〇
行
）
を
刷
っ
た
料
紙
を
用
い
る
。

字
高
…
…	

一
八
．
九
㎝
（
本
文
巻
頭
「
一
根
本
式
～
あ
り
し
」
を
計
測
）。

丁
数
…
…	

全
三
七
丁
（
墨
付
き
三
七
丁
）。

そ
の
他
…	

第
一
丁
裏
に
「
冠
李
」
の
蔵
書
印
を
捺
す
。

〈
凡
例
〉

　

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
句
読
点
を
補
い
、
改
行
を
適
宜
改
め
た
。
ま
た
、
片

仮
名
は
平
仮
名
に
、
異
体
字
は
概
ね
通
行
の
字
体
に
あ
ら
た
め
た
が
、
小
字
で

添
え
ら
れ
た
語
尾
や
助
動
詞
の
片
仮
名
な
ど
、
原
本
の
表
記
を
残
し
た
部
分
も

あ
る
。
濁
点
は
原
本
の
マ
マ
と
し
た
。

　

原
本
の
各
丁
片
面
の
終
わ
り
に
当
た
る
と
こ
ろ
に　

」
を
つ
け
、（　

）
内

に
そ
の
丁
数
お
よ
び
表
・
裏
（
オ
・
ウ
）
を
示
し
た
。

　

誤
記
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
原
文
ど
お
り
に
翻
刻
し
、
適
宜
そ
の
傍
に
「（
マ

マ
）」
を
付
し
た
。
難
読
の
箇
所
は
□
で
示
し
た
。
虫
損
に
よ
り
判
読
が
困
難

な
箇
所
に
は
、
そ
の
傍
に
「（
虫
損
）」
と
付
し
た
。

　

参
考
の
た
め
、
原
本
の
図
版
を
最
後
に
示
し
た
。

〈
翻
刻
〉

　
　

俳
諧
根
本
式	

」（
表
紙
・

題
簽

）

	

」（
表
紙
・

見
返
し

）

　
　

俳
諧
根
本
式	

　
　

」（
一オ

）

　
　
（
白
紙
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
冠
李
］（
蔵
書
印
）

	

　
　

」（
一ウ

）

翻
刻
・
手
錢
記
念
館
所
蔵
俳
諧
伝
書
（
四
）

―	

手
錢
記
念
館
所
蔵
俳
諧
資
料
（
八
）	

―

伊
藤　

善
隆
ａ

ａ
湘
北
短
期
大
学
非
常
勤
講
師

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

俳
諧　

伝
書　

手
錢
冠
李　
『
俳
諧
根
本
式
』
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二

　
　
　

俳
諧
根
本
式

一
、	

根
本
式
の
事
は
、
昔
、
鎌
倉
藤
か
谷
に
て
あ
り
し
古
式
に
し
て
、
そ
れ
を

洛
の
清
水
寺
に
伝
へ
有
し
故
に
、
清
水
連
歌
と
も
言
也
。
紹
巴
な
と
古
を
し

と
ふ
心
に
て
せ
ら
れ
た
る
事
有
。

一
、	

八
花
八
月
也
。
但
シ
、
七
花
七
月
に
も
或
は
六
花
七
月
の
例
も
あ
り
。
名

残
裏
の
月
や
つ
し
て
も
よ
し
。
古
方
に
八
花
七
月
也
。

一
、	

表
十
句
、
此
十
句
の
内
、
名
所
か
ま
は
す
、
必
一
句
あ
り
。
但
し
、
出
す

に
句
法
有
。
永
禄
四
年
、
宗
養
昌
体
の
説
に
は
、
附
合
に

て
名
所
ニ
な
る
事
を
、
面
々
嫌
ふ
。
口
伝
有
。	

　
　

」（
二オ

）

一
、	

初
折
の
裏
十
四
句
、
二
三
の
折
、
常
の
こ
と
し
。
名
残
の
裏
六
句
也
。

一
、	

華
を
や
つ
す
時
は
表
の
花
な
と
か
よ
し
。
や
つ
す
時
に
は
、
表
の
花
、
二

ツ
也
。
六
本
、
又
は
七
本
あ
る
物
な
れ
は
、
必
桜
を
も
花
の
座
に
し
て
よ
し
。

或
は
、
他
の
季
の
花
な
と
す
へ
し
。

翁
曰
、
花
は
桜
に
あ
ら
す
。
桜
に
あ
ら
さ
る
に
も
あ
ら
す
と
そ
。
さ
る

か
ら
歌
題
に
も
花
の
題
に
桜
は
読
と
も
、
桜
の
題
に
花
は
詠
せ
ず
。
花

と
は
桜
を
第
一
と
し
て
」（
二ウ

）、
扨
、
万
花
の
は
な
也
。
三
春
艶
色
の

名
也
。
し
か
れ
は
、
花
の
句
法
な
り
て
、
猿
み
の
に
も
糸
さ
く
ら
の
句

出
た
り
。
口
伝
。

一
、	

景
物
な
ら
へ
て
三
句
す
へ
か
ら
す
。
又
、
打
越
嫌
ふ
也
。

一
、	

月
と
花
と
雪
と
杜
宇
、
寐
覚
と
い
つ
れ
も
打
越
を
嫌
ふ
也
。

一
、	

桜
四
本
。
但
シ
、
表
に
花
、
裏
に
花
と
桜
を
す
へ
し
。
但
シ
、
桜
壱
本
に

て
も
よ
し
。
他
の
季
の
た
と
へ
花
な
と
を
つ
か
ふ
故
也
。
月
見
渡
し
に
一
句

つ
ゝ
、
都
合
八
ツ
な
り
。	

　
　

」（
三オ

）

一
、	

名
の
裏
六
句
の
内
、
月
花
あ
り
。
匂
ひ
の
花
と
若
花
と
の
間
、
近
け
れ
は

か
な
ら
す
他
の
季
の
花
を
す
へ
し
。
匂
ひ
の
花
は
裏
の
花
也
。

若
花
は
表
の
花
也
。　

	

自
然
若
花
春
の
季
な
ら

は
、
匂
ひ
の
花
他
季
た
る
也
。

本
式
、
第
三
に
名
所
、
又
十
句
目
に
名
所
を
す
る
也
。
た
と
へ
発
句
に

千
鳥
あ
れ
は
、
千
鳥
の
語
へ
合
せ
の
名
所
を
す
る
也
。
雪
月
花
、
い
つ

れ
も
同
前
。
岫
雲
本
式
に
は
六
句
め
に
伏
見
を
出
せ
り
。
発
句
、花
也
。

本
式
、
表
に
ほ
と
ゝ
き
す
寐
覚
と
い
ふ
」（
三ウ

）
言
葉
一
ツ
有
へ
し
。
寐

覚
の
事
、
口
伝
。

一
、	

同
季
七
句
去
。
但
、
間
に
他
の
季
を
隔
て
つ
。

一
、	

名
所
五
句
去
。
降
物
、
聳
物
、
艸
木
、
お
の
〳
〵
二
句
去
り
な
り
。

一
、	

月
、
花
、
松
、
舟
、
梦
、
洞
、
竹
、
煙
等
、
十
句
去
。

一
、	

岩
、
猿
、
関
、
椿
、
竹
、
槙
、
山
類
な
り
。

一
、	

発
句
に
賦
物
を
取
へ
し
。
連
歌
に
は
五
筒
の
賦
物
、
路
、
松
、
山
、
舟
、

人
の
外
に
定
り
た
る
文
字
あ
り
。
は
い
か
ひ
に
は
、
い
つ
れ
な
り
と
も
興
あ

る
字
を
取
へ
し
。	

　
　

」（
四オ

）

此
印
は
明
応
元
に
改
り
た
る
式
目
也
。
此
外
の
式
は
応
安
新
式
の
こ
と

し
。

賦
物
取
や
う
、
脇
第
三
ま
て
取
や
う
次
に
委
し
く
弁
あ
り
。
下
の
句
と

〳
〵
、
上
の
句
と
〳
〵
、
并
へ
る
と
言
古
伝
あ
り
。
無
用
の
事
也
。

　
　
　
　

規
式
俳
法

一
、	

二
三
日
前
よ
り
一
順
を
作
る
事
も
有
。

一
、	

本
尊
は
い
つ
と
て
も
天
満
宮
を
掛
奉
る
也
。」（
四ウ

）
か
け
所
、北
面
を
忌
む
。

其
外
方
角
は
な
し
。

秘
伝
言
、
古
今
集
俳
諧
哥

梅
の
花
見
に
こ
そ
き
つ
れ
鶯
の
人
来
〳
〵
と
い
と
ひ
し
も
居
、
と
あ
る

哥
は
、
よ
み
人
し
ら
す
と
あ
れ
と
も
、
菅
神
の
詠
な
り
。

一
、	
三
寸
洗
米
、
時
の
木
の
実
、
香
。

但
シ
、
香
の
つ
き
や
う
、
神
祇
香
。
口
伝
。

一
、	

追
善
の
会
に
は
、其
人
の
筆
跡
か
、」（
五オ

）又
は
画
像
な
と
掛
る
事
、勿
論
也
。

一
、	

賀
、
追
善
、
餞
別
会
に
て
、
お
の
〳
〵
発
句
あ
る
時
は
、
或
は
題
を
探
り
、

あ
る
ひ
は
短
尺
に
て
も
、
硯
箱
の
蓋
に
入
て
、
本
尊
の
前
、
又
は
文
台
の
前
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三

に
置
也
。

但
シ
、た
ん
さ
く
三
折
に
た
み
（
マ
マ
）み
、な
ら
へ
、一
ッ
横
に
置
。
巻
頭
上
也
。

巻
軸
下
也
。
い
つ
れ
も
、
横
に
置
事
也
。

一
、	
文
台
の
上
に
帋
二
帖
、
水
引
二
把
、
文
鎮
。

帋
二
帖
置
事
も
有
。
本
式
の
時
、」（
五ウ

）
懐
紙
を
直
ニ
お
き
て
も
よ
し
。

座
さ
は
き
よ
き
也
。

一
、	

硯
筥
の
内
、
新
筆
一
対
、
墨
、
小
刀
、
錐
、
耳
掻
を
入
る
。

一
、	

文
台
の
上
に
帋
二
帖
置
て
、
硯
箱
等
上
に
置
。
本
尊
正
面
歟
、
又
は
左
の

方
へ
居
へ
て
置
へ
し
。
文
台
か
さ
り
口
伝
。

一
、	

席
札
の
寸
法
六
寸
に

三
寸

。
又
は
八
寸
に

横
二
寸

。此
両
説
見
合
に
す
へ
し
。一
畳
に
二
人
つ
ゝ

の
積
リ
に
し
て
、
席
札
、
な
げ
し
に
張
る
也
。」（
六オ

）
板
札
な
れ
は
、
か
け

る
也
。

　
　

執
筆　
　

宗
匠　
　

客
座　
　

連
中　
　

其
人
の
俳
名

　
　

	

右
一　
　

右
二　
　	

左
一　
　

	

左
二

	

右
の
こ
と
く
席
を
配
る
へ
し
。

一
、	

五
條
式
、
座
の
正
面
に
張
る
へ
し
。

五
條
式
は
為
弁
に
委
し
。
資
巻
に
見
合
へ
し
。
附
録
礼
法
に
書
乗
ス
。

一
、	

神
明
会
の
時
は
、
香
、
線
香
等
不
用
。
口
伝
。

　
　
　

会
式	

　
　

」（
六ウ

）

一
、	

会
定
日
、
朝
頓
に
寄
る
粥
を
出
す
へ
し
。

一
、	

宗
匠
は
別
間
に
居
る
へ
き
事
也
。

一
、	

連
中
集
会
し
て
各
礼
服
を
ぬ
き
、
茶
、
た
は
こ
等
に
て
く
つ
ろ
き
、
一
順

を
附
る
。
是
を
寄
一
順
と
言
也
。
句
毎
に
、
宗
匠
の
居
間
に
小
童
に
て
も
持

せ
窺
ふ
へ
し
。
是
は
、
終
日
規
式
に
座
を
詰
る
ゆ
へ
に
、
か
く
く
つ
ろ
き
居

る
事
也
。

一
、	

一
順
附
終
り
て
後
、
宗
匠
に
出
座
可
被
下
旨
申
入
る
也
。
此
時
、
本
尊
へ

香
を
、」（
七オ

）
宗
匠
の
席
へ
も
線
香
な
と
立
る
事
も
有
り
。
な
れ
と
も
是
は

略
し
て
も
よ
し
。

一
、	

宗
匠
し
は
ら
く
気
を
静
め
出
座
有
べ
し
。
座
布
の
入
口
に
て
蹲
踞
し
、
一

礼
し
て
本
尊
を
拝
し
、
我
席
に
着
へ
し
。

但
、
探
題
硯
蓋
な
と
に
入
て
、
本
尊
の
前
、
又
は
文
台
の
前
に
有
時
に

は
、
巻
頭
を
取
て
懐
中
し
、
席
に
着
へ
し
。
座
布
歩
行
、
本
尊
の
ま
へ

に
て
膝
行
、
座
に
着
や
う
、
口
伝
。	

　
　

」（
七ウ

）

一
、	

次
に
連
中
客
座
上
座
の
配
り
、
壱
人
つ
ゝ
、
脇
指
は
次
の
間
に
置
へ
し
。

若
又
、
武
家
な
と
脇
指
を
は
な
し
か
た
き
と
い
ふ
人
あ
ら
は
、
其
座
の
時
宜

有
る
へ
し
。
他
流
に
扇
の
要
ぬ
く
事
あ
れ
共
、
不
用
。
宗
匠
も
連
衆
も
扇
子

は
持
て
よ
し
。
し
か
し
、
扇
の
音
高
く
つ
か
ふ
へ
か
ら
す
。
連
衆
、
座
布
入

口
に
て
蹲
居
し
、
静
に
進
ん
て
本
尊
を
拝
し
、
其
時
短
尺
あ
ら
は
各
取
て
懐

中
し
、
席
札
の
」（
八オ

）
下
に
着
へ
し
。
連
衆
着
座
す
み
て
、
奉
行
か
宗
匠
よ

り
執
筆
〳
〵
と
呼
ふ
。
二
声
め
に
執
筆
席
に
出
る
。
式
礼
前
の
こ
と
し
。

一
、	

執
筆
座
に
着
て
、
文
台
を
直
し
、
硯
箱
を
文
台
の
右
に
お
ろ
す
。
口
伝
。

一
、	

硯
箱
の
蓋
を
明
、
硯
箱
に
并
へ
置
。
口
伝
。
扨
、
文
台
の
上
の
帋
、
水
引

等
を
硯
蓋
に
入
置
、水
入
を
取
て
水
入
の
座
に
水
を
こ
ぼ
し
、水
入
を
脇
に
置
、

次
に
一
対
の
筆
を
取
て
」（
八ウ

）
両
方
の
ほ
ふ
し
を
ぬ
き
、
筆
を
撰
、
筆
先
の

糊
を
、
水
入
座
に
こ
ぼ
し
た
る
水
に
て
、
ひ
た
し
と
く
也
。
口
に
て
筆
を
解

へ
か
ら
す
。
若
又
、硯
箱
に
筆
そ
ゝ
き
あ
ら
は
、水
入
の
座
を
用
ゆ
る
に
及
す
。

筆
の
糊
解
終
り
て
、
文
台
の
筆
か
へ
し
に
筆
を
乗
か
け
置
て
、
此
時
よ
り
始

終
筆
は
硯
箱
に
入
れ
ぬ
も
の
と
心
得
へ
し
。
執
筆
は
左
の
膝
を
立
、
右
に
筆

を
持
、
筆
を
下
に
置
ぬ
事
、
礼
法
な
れ
共
、」（
九オ

）
終
日
の
事
な
れ
は
、
折
に

は
膝
を
休
め
、
筆
を
筆
か
へ
し
に
乗
せ
か
け
置
也
。
次
に
、
水
入
座
に
入
た

る
筆
そ
ゝ
き
水
を
硯
に
入
、
足
ら
ぬ
時
は
水
入
の
水
を
添
ふ
る
也
。
墨
の
摺

よ
ふ
は
、
の
ノ
字
形
に
す
る
へ
し
。
次
に
懐
中
よ
り
一
順
を
出
し
一
順
懐
帋　

書
や
う
有
。

、	

文
台
の
上
に
ひ
ろ
け
、
文
鎮
を
置
、
又
次
に
硯
蓋
に
入
置
し
帋
を
一
帖
取
、
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四

上
紙
を
除
、
二
枚
つ
ゝ
、
横
二
ツ
折
に
重
ね
て
折
ル
。
二
重
、」（
九ウ

）
一
重
は
、

硯
蓋
、
残
帋
と
一
所
に
置
て
、
次
に
一
重
の
帋
を
文
台
に
置
、
一
順
を
書
也
。

口
伝
。
中
を
引
出
し
、
初
よ
り
書
候
事
は
悪
し
。
口
伝
。
一
順
を
兼
日
よ
り

調
た
る
は
、
兼
日
一
順
と
言
。
其
日
作
る
を
、
即
座
一
順
と
云
。
又
一
順
調

へ
す
し
て
着
座
あ
ら
は
、
文
台
さ
は
き
仕
舞
、
執
筆
よ
り
小
声
に
て
宗
匠
へ
、

御
発
句
は
と
申
窺
ふ
へ
し
。

但
、
当
日
の
発
句
に
あ
ら
す
、
兼
題
に
て
」（
一
〇
オ

）
一
順
き
は
ま
り
て

あ
ら
は
、
始
ま
ら
ぬ
先
に
一
順
と
ゝ
の
へ
て
よ
し
。
い
つ
れ
に
て
も
、

懐
帋
に
書
時
、
賦
物
有
之
候
哉
と
、
執
筆
よ
り
宗
匠
へ
問
ふ
も
の
な
り
。

一
、		

執
筆
一
順
を
書
時
、
勝
手
よ
り
銘
々
硯
を
宗
匠
始
連
中
に
出
す
也
。
硯
箱

の
上
に
、帋
二
帖
乗
て
有
。
重
硯
十
組
な
れ
は
五
組
つ
ゝ
、上
に
帋
一
帖
つ
ゝ

の
せ
置
て
、
宗
匠
の
左
の
座
へ
置
く
。
左
右
の
人
々
、」（
一
〇
ウ

）
帋
硯
を
銘
々

取
て
廻
る
へ
し
。

一
、	

賦
物
定
り
の
書
様

賦
何
々
々
俳
諧
之
連
歌

賦
物
等
の
事
は
数
多
ゆ
へ
、
爰
に
略
す
。
猶
、
荒
ま
し
先
に
弁
す
。

一
、	

根
本
式
の
時
は
、
か
く
の
こ
と
く
に
し
て
よ
し
。
規
式
の
時
は
、
俳
諧
百

韻
と
し
て
、
連
歌
の
二
字
を
か
ゝ
ぬ
也
。
我
家
の
式
、
故
有
。
口
伝
。

一
、	

旧
式
の
時
は
、決
而
横
懐
帋
也
。
堅
懐
紙
は
、規
式
会
に
は
用
て
も
よ
し
。」

（
一
一
オ

）

一
、	

次
に
一
順
を
懐
紙
に
書
終
て
、読
挙
る
也
。吟
声
、口
伝
有
。発
句
、二
遍
也
。

二
遍
め
に
俳
名
を
読
む
也
。
脇
は
一
遍
に
て
俳
名
を
よ
む
な
れ
共
、
作
者
に

よ
り
て
、
賞
し
て
脇
二
遍
よ
む
事
も
あ
り
。
先
ツ
は
一
遍
な
り
。

　
　
　

市乙

中
は
物甲

の
匂
ひ
や
夏乙

の
月　

俳
名

　
　
　
　

あ甲

つ
し
〳
〵
と
門大

甲

々
の
声　
　

	

同

各
、
我
名
を
聞
て
一
拝
す
へ
し
。
読
師
も
、
は
し
め
一
順
は
か
り
俳
名
を
挙

へ
し
。	

」（
一
一

ウ

）

一
、	

是
よ
り
座
着
一
順
と
言
也
。
お
の
〳
〵
句
順
に
附
る
也
。
連
主
、
句
を
案

し
定
て
附
る
時
は
、
小
声
に
成
て
附
句
と
言
。
執
筆
左
の
膝
を
立
て
待
ツ
。

作
者
小
声
に
て
附
句
を
い
ふ
也
。
但
シ
、
当
流
は
句
を
と
な
へ
す
し
て
、
小

短
尺
に
書
付
て
執
筆
の
座
に
持
参
す
る
也
。
小
短
尺
、
別
而
寸
法
は
な
し
。

見
合
に
し
て
よ
ろ
し
。
兼
而
、
小
短
尺
を
硯
筥
に
添
て
出
し
置
也
。

一
、	

右
小
短
尺
に
て
附
句
す
る
時
は
、小
短
冊
」（
一
二
オ

）
う
け
取
渡
し
、口
伝
有
。

連
主
の
内
に
、
老
人
な
と
あ
ら
は
、
小
童
に
持
せ
遣
し
て
も
よ
し
。
老
人
た

り
共
、
執
筆
小
短
冊
を
受
取
時
は
、
座
し
な
か
ら
一
礼
あ
る
へ
し
。
是
は
、

宗
匠
の
指
図
に
ま
か
せ
て
よ
し
。

一
、	

執
筆
右
の
小
短
冊
を
受
取
、
句
を
見
て
、
さ
し
合
、
去
嫌
を
吟
味
す
る
也
。

指
合
、
去
嫌
あ
る
時
は
、
二
ツ
に
折
て
文
台
の
先
に
出
し
、
も
と
の
前
句
を

吟
す
る
也
。」（
一
二
ウ

）
二
遍
吟
す
へ
し
。
か
へ
さ
れ
た
る
小
短
冊
、
小
童
な
と

取
に
や
る
も
よ
し
。

一
、	

右
作
者
よ
り
附
出
し
た
る
小
短
冊
の
句
、
さ
し
合
、
去
嫌
な
き
時
は
、
宗

匠
へ
出
す
へ
し
。
句
の
善
悪
、
執
筆
よ
り
言
へ
か
ら
す
。
句
を
み
る
は
宗
匠

の
役
。
さ
し
合
去
嫌
を
吟
味
す
る
は
執
筆
役
也
。

一
、	

右
小
短
冊
の
句
を
、
宗
匠
見
て
、
趣
向
の
悪
布
は
戻
す
へ
し
。
句
作
は
い

か
や
う
共
、
直
ス
へ
し
。	

　

」（
一
三
オ

）

一
、	

右
、
其
ま
ゝ
か
、
又
は
直
り
た
る
小
短
冊
、
宗
匠
よ
り
執
筆
請
取
、
懐
帋

に
記
る
し
て
、
先
吟
す
へ
し
。
是
連
中
へ
、
早
ク
知
ら
せ
、
銘
々
懐
帋
に
記

さ
せ
ん
為
也
。
其
次
に
、
懐
帋
に
記
し
、
前
句
一
遍
、
附
句
一
遍
吟
へ
し
。

す
へ
て
連
中
附
な
や
み
た
る
時
、
追
声
と
て
、
前
句
を
二
遍
は
か
り
つ
ゝ
吟

す
へ
し
。
尤
、
月
秋
の
座
、
大
華
前
、
ま
へ
〳
〵
の
花
の
座
、
二
三
名
残
の

表
裏
等
、
断
へ
し
。	

」（
一
三

ウ

）

一
、	

右
、
座
着
一
吟
附
揃
た
る
上
に
て
、
宗
匠
か
上
座
よ
り
安
座
〳
〵
と
二
遍

言
ふ
へ
し
。
此
時
み
な
〳
〵
安
座
す
へ
し
。
執
筆
計
、
安
座
す
へ
か
ら
す
。

此
時
、
茶
、
た
は
こ
等
出
す
へ
し
。
但
シ
、
銘
々
盆
に
塩
打
豆
や
う
の
楊
枝
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五

入
ら
す
の
菓
子
を
出
へ
し
。
歯
音
や
か
ま
し
き
菓
子
は
用
捨
す
へ
し
。
本
方

は
南
蛮
菓
子
也
。
執
筆
は
、
た
は
こ
、
茶
、
酒
、
菓
子
等
に
て
も
喰
ふ
へ
か

ら
す
。
猶
た
へ
か
た
き
時
は
、
勝
手
へ
」（
一
四
オ

）
入
て
養
ふ
へ
し
。
此
時
、

い
つ
れ
成
共
、
跡
に
代
り
を
立
て
置
へ
し
。
連
中
の
中
よ
し
。

一
、	
執
筆
よ
り
名
残
の
裏
と
断
る
時
、
菓
子
盆
た
は
こ
盆
等
、
み
な
〳
〵
勝
手

へ
入
る
へ
し
。
此
時
、
宗
匠
は
し
め
、
連
中
蹲
踞
す
へ
し
。
表
一
順
の
こ
と

く
礼
に
か
へ
る
へ
し
。
此
時
、
亭
主
か
会
頭
よ
り
神
前
の
香
を
つ
き
、
宗
匠

に
匂
ひ
の
華
を
乞
ふ
へ
し
。
揚
句
は
功
者
の
人
、
又
は
親
族
な
と
へ
た
の
む

へ
し
。」（
一
四
ウ

）
少
し
つ
ゝ
辞
義
あ
り
。
会
釈
済
た
る
時
、
連
主
は
句
の
高
低

に
か
ま
は
す
早
ク
附
へ
し
。
但
シ
、
一
座
の
□
、
茶
、
た
は
こ
、
香
、
其
外
、

奉
行
、
会
頭
よ
り
指
図
有
へ
し
。

一
、	

右
附
句
終
り
て
、
執
筆
懐
帋
を
閉
る
也
。
閉
ぬ
先
に
端
作
を
書
へ
し
。
図

の
こ
と
し
。

（
別
紙
添
付
）

　
　
　
　
　
　

年
号
月
日

　
　
　
　
　
　

於
何
々
亭
興
行

　
　
　
　
　
　
　
〇
穴　

穴
〇

　
　
　
　
　
　

賦
何
守
俳
諧
之
連
歌

　
　
　
　
　

	

市
中
は
物
の
○
に
ほ　

　
　
　
　
　

	

ひ
や
夏
の
月
○	

名

　
　
　
　

	

○	

あ
つ
し
〳
〵
と

　
　
　
　
　

	

門
〳
〵
の
声　

	

名

										　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
○
印
は
墨
つ
き
也　
　
　
　
　
　

」（
別紙

）

一
、	

端
作
を
書
て
、
其
後
閉
る
也
。
閉
や
う
は
、
水
引
上
三
筋
、
下
二
筋
也
。

硯
箱
は
、
冠
棚
、
違
ひ
棚
抔
に
あ
け
て
置
、
反
古
等
を
直
す
。」（
一
五

オ

）
此
時
、

銘
々
硯
を
勝
手
へ
引
也
。
次
に
、
文
台
に
懐
帋
を
の
せ
て
、
本
尊
へ
備
る
也

膝
行
等　
　

前
の
こ
と
し

。
直
に
取
て
左
の
膝
を
立
て
、本
尊
へ
向
ひ
、読
あ
け
る
也
。
本
式
は
、

字
頭
を
我
か
た
に
し
て
よ
む
也
。
但
シ
、
本
尊
へ
手
向
ず
し
て
、
執
筆
居
な

か
ら
読
事
も
有
。
お
の
〳
〵
名
を
よ
む
時
、
一
礼
す
へ
し
。
匂
ひ
の
花
よ
り

挙
句
ま
て
よ
み
か
え
す
也
。
是
真
也
。
艸
の
時
、
あ
け
句
は
か
り
二
遍
よ
む

也
。
読
師
あ
る
時
は
、
執
筆
は
読
師
の
脇
へ
下
り
」（
一
五
ウ

）
居
へ
し
。

一
、	

右
読
終
り
て
、
懐
帋
の
字
頭
を
我
方
へ
む
け
、
本
尊
へ
備
へ
、
一
拝
し
て

硯
蓋
を
文
台
の
前
に
直
し
、
執
筆
立
ん
と
し
て
身
を
そ
む
け
る
時
、
宗
匠
を

は
し
め
満
座
一
揖
す
へ
し
。
是
は
執
筆
へ
御
苦
労
と
言
心
也
。
執
筆
は
請
、

我
心
に
て
一
揖
す
る
也
。
然
し
て
立
て
元
の
座
に
退
ク
也
。

一
、	

執
筆
も
と
の
座
に
戻
り
て
、
満
座
各
一
揖
す
。
是
は
宗
匠
へ
御
苦
労
と
言

心
也
。」（
一
六
オ

）
宗
匠
も
礼
を
請
る
心
に
て
、
一
揖
す
へ
し
。
但
シ
、
夢
想
の

会
は
、
此
時
に
夢
想
主
よ
り
扇
を
ひ
く
也
。
扇
、
口
伝
。
賀
の
会
な
と（

マ
マ
）時

は
、

小
諷
、
酒
盛
な
と
、
此
時
よ
り
能
ほ
と
有
て
よ
し
。
長
座
は
無
用
也
。
又
、

追
善
の
会
な
れ
は
、
お
の
〳
〵
此
時
捻
香
あ
り
。
但
し
、
宗
匠
よ
り
立
て
次

第
に
捻
香
有
へ
し
。

一
、	

常
の
会
に
て
も
、
右
宗
匠
へ
一
礼
、
宗
匠
立
ん
と
し
て
、
客
座
の
人
に
一

揖
す
。
客
座
の
人
々
、
請
る
也
。
宗
匠
立
て
」（
一
六
ウ

）
本
句
あ
る
時
は
、
短

冊
を
捧
て
硯
蓋
の
中
に
入
ル
。
口
伝
。
本
尊
を
拝
し
て
、
我
座
に
か
へ
る
也
。

連
主
、
皆
同
し
。
発
句
あ
る
時
は
、
捧
置
事
皆
同
し
。
但
シ
、
座
を
立
ん
と

し
て
、
次
に
立
人
に
一
礼
す
へ
し
。
末
々
ま
て
皆
同
し
。
連
主
拝
し
終
り
て

座
に
着
、
宗
匠
か
会
頭
か
、
執
筆
〳
〵
と
呼
ふ
。
執
筆
出
て
神
拝
し
、
一
礼

を
な
し
て
短
冊
を
そ
ろ
へ
、
座
順
の
通
り
、
宗
匠
よ
り
次
第
〳
〵
に
」（
一
七
オ

）

読
あ
け
る
也
。
一
枚
つ
ゝ
、
小
指
の
間
に
は
さ
む
。
猶
口
伝
。
こ
と
〳
〵
く

読
お
は
り
て
、
硯
蓋
の
中
へ
捧
置
也
。
本
哥
の
時
は
、
水
引
に
閉
る
也
。
一

拝
し
て
、
執
筆
、
座
に
か
へ
る
な
り
。
但
シ
、
探
題
な
き
時
は
、
執
筆
〳
〵

と
呼
ふ
よ
り
以
下
の
事
は
な
し
と
知
る
へ
し
。
執
筆
座
に
着
お
は
り
て
後
、

会
頭
よ
り
退
座
〳
〵
と
言
へ
し
。
宗
匠
よ
り
次
第
に
立
て
入
る
也
。
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六

一
、	

会
終
り
て
後
、
本
尊
其
ま
ゝ
に
ま
き
」（
一
七
ウ

）
お
さ
む
へ
し
。

一
、	

会
席
膳
出
来
候
は
ゝ
、
吟
中
に
も
出
し
て
よ
し
。
座
の
ま
ゝ
に
て
食
ず
、

執
筆
は
本
の
座
に
帰
り
て
く
ふ
へ
し
。
出
来
合
さ
る
時
は
、
会
後
に
て
も
よ

し
。
但
シ
此
時
か
け
物
を
か
へ
る
事
あ
り
。
本
尊
其
ま
ゝ
に
て

置
時
は
文
台
の
直
し
や
う
あ
り
。
口
伝　
　
　
　
　

。
又
言
、
安
座
を
断
る
時
、
本
尊
を
捲
へ
し
。
常
の　

か
け
物
か
、
翁
の
像
を
か
け
る
事
有
。
口
伝

。

一
、	

会
後
翌
日
、
亭
主
よ
り
宗
匠
へ
礼
に
行
へ
し
。
連
主
は
亭
主
へ
行
へ
し
。

一
、	

艸
の
会
は
、
俗
人
羽
織
袴
に
て
よ
し
。」（
一
八
オ

）
右
本
式
、
事
少
し
つ
ゝ
略

し
て
よ
し
。
略
式
な
る
か
ゆ
へ
な
り
。
但
シ
野
坡
の
流
に
附
句
上
の
句
の
時
は
扇
を
堅
に
置
、

下
の
句
の
時
は
横
に
置
へ
し
と
そ
。
不
用
事
也

。

一
、	

平
会
式
の
時
は
文
台
を
立
す
し
て
、
扇
形
の
物
を
帋
に
て
作
り
、
文
台
の

心
に
是
を
用
ゆ
。

一
、	

寄
一
順
は
、
堅
紙
に
て
四
ッ
折
に
し
て
、
中
の
折
り
目
の
前
よ
り
発
句
を

書
へ
し
。
表
に
八
句
書
也
。
裏
に
十
四
句
書
也
。
表
ニ
一
順
と
前
に
書
へ
し
。

図
の
こ
と
し
。	

　

」（
一
八
ウ

）

（
別
紙
貼
付
）

　
　
　

表

裏

　
　
　

一
順

　

此
裏
ニ
十
四
句

　

市
中
ハ
物
の
匂
ひ
や
夏
月

中
折
目

　
　

あ
つ
し
〳
〵
と
門
々
の
声

----------------------

　

--------------------
----------------------

　

--------------------
----------------------

　

--------------------

　
　
　
　
　
　

右
句
の
下
名
書
へ
し
。	

　
　

」（
別紙

）

一
、	

千
句
法
并
万
句
、
矢
数
の
事
。
千
句
は
十
百
韻
に
て
百
韻
十
巻
也
。
発
句

十
句
の
内
に
て
、
春
三
句
、
夏
二
句
、
秋
三
句
、
冬
二
句
な
り
。
又
、
発
句

十
句
と
も
に
花
を
以
仕
、
月
は
か
り
す
る
法
も
あ
り
。
巻
頭
の
句
、
た
け
高

き
句
を
す
へ
し
。
う
た
か
ひ
の
切
字
な
と
す
へ
か
ら
す
。
千
句
の
時
、
十
二

枝
の
あ
る
竹
を
二
本
、
神
前
へ
立
る
也
。
左
の
杖
よ
り
百
韻
を
か
け
初
、
次

第
〳
〵
に
か
け
る
也
。

　

又
、
懐
帋
か
け
と
言
て
、
手
拭
か
け
の
こ
と
き
」（
一
九
オ

）
物
を
こ
し
ら
へ
、

懐
紙
を
か
け
る
度
毎
に
喚
鏡（

マ
マ
）を
う
つ
也
。
打
や
う
、
小
大
と
二
ツ
打
也
。

一
、	

題
は
、初
霞
、梅
、鶯
の
類
よ
し
。
俗
過
た
る
題
、有
へ
か
ら
す
。
尤
、恋
、

名
所
等
を
入
る
も
有
。
名
所
の
ほ
句
は
、
雑
し
か
る
へ
し
。
又
、
横
題
に
て

も
慥
成
を
撰
へ
し
。
発
句
十
句
の
内
、
雪
、
月
、
花
、
名
鳥
等
の
景
物
あ
る

へ
し
。

一
、	

一
座
に
一
句
の
物
、
麟
、
鳳
、
亀
、
龍
、
鬼
、
女
等
、
け
や
け
き
物
也
。

女
の
事
、
古
式
と
は
違
ひ
、
男
同
前
に
さ
は
く
也
。
お
に
味
噌
、
鬼
ば
ゞ
」

（
一
九
ウ

）
等
の
異
躰
に
て
は
く
る
し
か
ら
す
。
亀
屋
ま
ん
ち
う
、
亀
井
等
は
ゆ

る
す
へ
し
。
龍
以
下
も
蒔
絵
な
と
は
あ
る
へ
し
。
千
句
は
十
百
韻
を
一
日
に

満
座
す
る
也
。
十
百
韻
を
百
韻
〳
〵
に
て
さ
は
く
へ
し
。
千
句
は
す
へ
て
千

句
に
て
さ
は
く
也
。
続
千
句
と
言
は
、
巻
頭
の
ほ
句
は
か
り
に
て
九
百
韻
は

発
句
な
し
。
尤
、
表
の
所
は
八
句
に
す
れ
と
も
、
神
、
釈
、
恋
、
無
常
等
を

せ
ぬ
法
、
礼
に
も
あ
ら
す
。
発
句
」（
二
〇
オ

）
な
け
れ
は
、
第
三
の
と
ま
り
も

な
し
。

一
、	
万
句
は
、
百
韻
百
巻
也
。
発
句
の
割
も
、
其
外
大
概
千
句
に
準
す
。
古
来

は
独
吟
也
。
矢
数
は
い
か
ひ
と
言
ふ
也
。
近
世
は
人
を
集
て
興
行
す
。
人
数

の
多
き
時
は
、
文
台
八
、
机
か
十
脚
も
可
有
。
矢
数
句
の
仕
や
う
、
は
こ
ひ

に
心
得
あ
る
へ
し
。
自
句
三
連
五
連
と
も
言
也
。
作
者
分
別
あ
る
へ
し
。

	

一
、
句
見　

時
の
宗
匠
一
人
つ
ゝ
文
台
に
添
。	

　

」（
二
〇

ウ

）

	

一
、
執
筆　

達
者
を
撰
て
十
人
計
。
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七

	

一
、
喚
鐘　

千
句
〳
〵
に
是
を
打
也
。

	

一
、
宗
匠　

心
身
の
お
さ
め
や
う
可
有
。

一
、	

万
句
千
句
の
時
、
巻
頭
の
ほ
句
は
短
冊
に
認
、
座
中
に
か
け
置
物
と
や
ら

ん
う
け
給
り
ぬ
。
今
様
之
式
、
伝
法
の
書
も
有
か
。
伝
曰
、
笹
に
付
、
又
は

た
ん
さ
く
か
け
に
掛
る
を
言
也
。

	
	
	

　

」（
二
一
オ

）

（
白
紙
）	

	
	
	

　

」（
二
一
ウ

）

（
別
紙
挿
入
）

　
　
　

日
天

　

月
天　
　
　
　
　
　

八
幡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

稲
荷

十
一
面　
　
　

賦　
　
　

春
日　
　
　
　
　

何　
　
　

住
吉

　

馬
頭　
　
　
　
　
　
　

祇
園　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
勢

　
　

文
珠　
　
　
　
　

如
意
輪

　
　
　
　

普
賢　
　

正
観
音

　

心
敬　

兼
載　

尚
能　

弟
能　

弟
員　

各
在
判

右
之
條
々
和
哥
明
鏡
也
。
歌
道
増
進
之
志
深
輩
ニ
は
御
免
可
有
。
穴
賢
々
々
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

	　

点

　
　
　
　
　
　

賦　
　

		

点　

一
字
点	

口
决　

三
点
口
伝

　
　
　
　
　
　
　

	　
　
　

点

	

」（
別紙

）

（
※
線
は
朱
筆
。
線
の
正
確
な
起
点
・
終
点
は
、
参
考
図
版
７
を
参
照
。）

　
　
　
　

賦
物
取
様
の
事

一
、	

賦
物
に
、
冠
賦
、
沓
賦
と
言
事
あ
り
。
た
と
へ
は
、
冠
賦
と
言
は
、
何
山

之
俳
諧
と
書
出
ス
な
り
。
松
の
ほ
句
な
ら
は
、
松
山
と
請
る
類
也
。
沓
賦
の

時
は
、山
何
之
俳
諧
と
書
。
山
ほ
と
ゝ
き
す
と
請
る
類
也
。
山
、路
、木
、人
、

舟
と
て
、
多
ク
此
字
を
以
て
賦
物
に
取
也
。
是
は
連
歌
の
式
な
り
。
五
ヶ
の

本
導
と
て
、
秘
決
せ
し
連
哥
の
教
あ
り
。

山
ハ
伊
勢　

路
は
住
吉　

木
は
春
日
」（
二
二
オ

）　

舟
玉
津
嶋　

人
北
野
な
り

	

是
心
敬
僧
都
等
の
伝
法
也
。
我
家
に
て
文
字
に
心
得
あ
る
へ
し
。
幾
暁

曰
、
賦
取
様
大
旨
連
歌
の
こ
と
し
。
し
か
れ
共
、
連
哥
は
文
字
き
は
ま

り
、
俳
諧
に
は
興
の
あ
る
文
字
を
用
ひ
、
は
い
か
ひ
の
躰
を
取
る
也
。

何
飯
と
し
て
、
麦
鶉
の
発
句
な
れ
は
、
麦
飯
と
成
ル
也
。
是
、
俳
諧
の
お
か

し
み
也
。
脇
、
第
三
に
賦
字
と
る
時
は
、
ほ
句
の
」（
二
二
ウ

）
賦
字
定
り
て
、

其
字
に
合
せ
て
大
飯
と
と
れ
は
脇
句
に
入
る
也
。
第
三
も
同
し
。
発
句
は
、

発
句
定
り
て
、
夫
よ
り
賦
字
を
定
む
。
脇
、
第
三
は
、
ほ
句
の
賦
字
定
り
て
、

是
に
合
せ
て
又
定
む
。
是
秘
蔵
の
説
也
。
む
か
し
は
、
面
八
句
も
取
し
か
、

第
三
迄
か
、
又
は
ほ
句
は
か
り
に
て
よ
し
。
連
哥
も
、
今
は
第
三
ま
て
も
取

ら
す
。
し
か
れ
は
、
は
い
か
ひ
も
、
ほ
句
は
か
り
取
て
よ
し
。	

　

」（
二
三
オ

）

一
、	

建
治
二
年
桐
か
谷
に
て
為
鋪

（
マ
マ
）卿

、
千
句
の
賦
物
を
取
れ
る
事
あ
り
。
応

安
四
年
三
月
六
日
地
主
の
会
に
て
、
是
を
略
し
て
一
折
賦
物
を
取
、
或
は
面

十
句
、
又
は
第
三
ま
て
に
ち
ゞ
ま
れ
り
。
当
世
の
宗
匠
は
、
其
席
の
見
合
に

よ
る
へ
し
。
万
端
宗
匠
の
指
図
に
随
ふ
へ
し
。

一
、	

一
字
露
顕　

寐
を
音
と
取
。

一
、	
二
字
反
音　

松
を
妻
と
取
。

一
、	
三
字
下
略　

一
つ
を
人
と
取
。	

　

」（
二
三

ウ

）

一
、	

三
字
上
略　

桜
を
蔵
と
取
。

一
、	

三
字
中
略　

千
鳥
を
塵
と
取
。

	

此
外　

四
字
上
下
略
、
中
二
字
略
、
五
字
中
下
略
、
中
三
字
略
、
有
。
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八

一
、	

借
音　

化
粧
な
と
ゝ
有
句
を
、他
の
字
を
か
り
て
毛
と
き
か
し
む
る
。

露
顕
と
同
し
様
な
れ
共
、
借
音
は
声
を
と
る
。
露
顕
は
訓
を
顕
と
の

違
也
。

一
、	

除
篇　

鱈
と
言
字
を
、
篇
を
除
、
雪
と
取
。
松
を
公
、
明
を
月
と
取

類
也
。」（
二
四
オ

）

一
、	
他
添　

一
句
の
中
に
毎
の
字
あ
ら
は
、
木
を
加
へ
て
梅
と
取
類
也
。

一
、	

連
読　

梅
を
鉢
と
取
、
花
を
餅
と
取
。
此
類
さ
ま
〳
〵
有
。
可
考
。

	

右
之
品
々
、
第
三
ま
て
か
。
面
十
句
の
時
は
、
ち
と
遠
慮
あ
り
て
も
可
然
か

此
一
段
、
野
坡
家
の

流
な
り　
　
　
　
　

。
立
車
曰
、
一
字
露
顕
、
二
字
反
音
、
以
下
は
用
ゆ
へ
か
ら
す
と
。

さ
れ
は
、
根
本
式
の
時
は
、
古
法
の
連
式
に
よ
る
ゆ
へ
に
、
爰
に
此
法
を
引

出
せ
り
。	

　

」（
二
四
ウ

）

　
　
　
　

根
本
式　

附
録
秘
決

一
、	

常
の
は
い
か
ひ
と
違
、
面
十
句
、
裏
十
四
句
、
二
ノ
十
四
句
、
二
ノ
裏

十
四
句
、三
ノ
面
、三
ノ
裏
、各
十
四
句
、名
残
ノ
面
十
四
句
、名
残
裏
六
句
也
。

　
　
　
　

景
物
之
事

一
、	

或
説
云
、
雪
、
月
、
花
、
郭
公
、
寐
覚
、
名
所
、
面
よ
り
は
し
め
、
七
つ

の
裏
表
に
用
ゆ
る
也
。
名
残
の
裏
に
て
は
、
花
一
色
也
。
依
て
、
華
八
本
と

月
七
ツ
也
。
か
く
し
景
物
。
口
伝
。	

　

」（
二
五
オ

）

　
　
　
　

格
式
名
所
之
事

一
、	

山
ハ
比
叡
、
寺
ハ
三
井
、
郡
ハ
山
城
の
国
宇
多
郡
、
橋
ハ
宇
治
、
郷
ハ
山
城
の

立
田
の
郷
な
り
。
此
外
、
山
寺
、
郡
、
郷
、
橋
、
他
方
を
不
出
と
言
也
。

此
二
説
、野
坡
家
の
伝
也
。
わ
け
て
名
所
の
段
に
信
用
し
か
た
し
故
あ
り
、

以
下
ノ
口
伝
ニ
出
ス
。
山
は
比
叡
以
下
は
、
無
名
に
出
る
時
は
五
ヶ
の
お
し

へ
と
て
、
寺
は
三
井
と
立
る
事
、
哥
連
の
言
所
也
。

　

面
十
句
之
内
用
不
用
之
秘
決

　
　
　
　
　
　
　
　
〇
此
印
は
天
水
抄
ニ
出
た
る
説
也
。	

　

」（
二
五

ウ

）
　
　
　

可
用
物

一
、	

木
之
類

松　

杉　

桧　

柳　

木
ノ
若
葉　

樗　

梅　

桜　

茂
ル
木　

木
葉　

紅
葉

落
葉　

木
隠　

槙

一
、	

艸
之
類

若
草　

草
の
若
葉　

藤　

萍　

芦　

薄　

荻　

萩　

葛　

野
山
色
付　

晩
稲
早
稲　

門
田　

刈
田　

冬
枯
野
山　

苺　

菊　

浅
茅　

道
芝　

茂
る
艸　

蔦
水
の
深
み
と
り
浅
み
と
り	

　

」（
二
六
オ

）

一
、	

竹
の
類

直
竹　

呉
竹　

竹
の
林　

若
竹
の
類

一
、
虫
の
類

虫　

蛍　

蝉　

蜩　

松
虫　

蛙

一
、
獣
の
類

鹿　

駒　

人
偏
可
嫌
の
外
は
何
も
可
有
也
。

一
、
鳥
の
類

鶯　

杜
宇　

鳫　

雲
雀　

鴫
九
句　
十
句
め　

鷺
同　

鴉
同　

小
鳥
村
鳥
か
り
は
共　

千
鳥
鵜
九
句　
十
句
め

一
、
水
辺
の
類	

　

」（
二
六
ウ

）

渚　

沼　

海　

浦　

湊　

堤　

沖　

磯　

干
潟　

岸　

川　

川
つ
ら
面
共

　
　

池
渕　

波　

水
流
共　
　

ぬ
る
む
共　

氷　

汐
高満　

橋　

瀧　

入
江　

津　

水
上　

柴
橋

船
を
し　

つ
な
く　

蜑　

渡

ひ
く　

泊
り　

と
ま　
　

一
、
山
類

山
里　

陰

田　

　

嶺　

高
地　

遠
山　

尾
上　

梺　

谷　

岡　

桟　

瀧

一
、
居
所
類

軒　

垣　

簾
釣
共

　
　　

戸
枢　

窓　

里
千　

門　

庭
」（
二
七

オ

）　

外
面
住

一
、
旅
之
類

旅
の
都
梦
共

　
　　

古
郷　

枕
か
り
共

艸
共　

旅
の
字
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九

一
、
雑
之
部

野
い
ろ
〳
〵
哥
共

　
　
　
　
　

　

真
砂　

石　

岩
瓦根　

鐘
夜
分
時
分　

薪　

上
ノ
字　

下
ノ
字　

唐
衣　

稲
妻　

風
躰　

天
津
厂
共
風
共　

狩
場　

爪
木　

柴
人　

聳
物　

降
物
い
つ
れ
に
て
も　
　

み
そ
れ
は
可
有
斟
酌

袂　

袖　

雫
岩
、
松
、　

莓
、
山
共　

長
閑　

さ
へ
か
へ
る　

朧
月　

園　

関

	

如
此
之
類
、
面
に
用
ひ
来
る
也
。
再
返
ま
て
は
」（
二
七
ウ

）
此
道
具
よ
し
。
但
シ	

十
句
過
は
居
所
二
句
嫌
物
□（

虫
損
）、
再
返
ニ
も
可
然
。
艸
茨
芦
茨
等
千
句
過
な
れ

は
、
十
句
過
如
何
様
に
も
可
有
之
。
面
に
一
季
三
季
の
事
、
其
沙
汰
な
し
。

　
　
　
　

不
用
物

一
、
木
之
類

柏　

柴
栗
さ
　ゝ

く
り
共　

椎　

樫　

桃　

楸　

桑　

榊　

桂　

柞　

桐　

橘　

卯
花　

朽
木　

心
松　

心
ノ
杉　

楓　

松
花　

梨
花　

槙　

槐	

」（
二
八
オ

）

一
、
草
の
類

若
菜　

芹　

蕨　

菫　

真
菰　

葭　

萱　

葎　

菖
蒲　
〇
角
組
芦　
〇
茨

〇
花
か
つ
み　
〇
も
し
ほ
艸　

杜
若　

朝
貌　

夕
か
ほ　

正
木　

女
郎
花

撫
子　

若
竹　

蓮　

海
松　

山
吹　

牡
丹　

忘
艸　

は
せ
を　

荻
焼
原　

苗
代
早
苗
此
二
、
句
躰
に

よ
る
へ
し　
　

一
、
竹
類

す
　ゞ

藪　

笹　

篠　

竹
の
子

一
、
虫
類

鈴
虫　

は
た
お
り　

夏
虫　

き
り
〳
〵
す　

梢
の
虫	

　

」（
二
八
ウ

）

一
、
鳥
の
類

〇
鷺
本
伝
に
は
用
ゆ
る
部
に
有
。

天
水
抄
に
は
不
用
部
也
。　

神シ
ト鳥ヽ　

鵙　
〇
夜
鷹　

鴨　
〇
む
さ
ひ　

鵜　
〇
呼
子

鳥　
〇
鳥
獣　
〇
鶏　
〇
山
と
り　
〇
諸
鳥
の
巣　

鳰　

鳩　

水
鶏　

貌
鳥	

鷹　

雉
子　

雲
雀
雉
子
雲
雀
二
品
は

句
躰
に
よ
る
へ
し　

小
鷹
上
に

同
し

一
、
獣
の
類

猪　

兔　

牛　

馬　

虎　

熊　

猫　

猿
ま
し
ら

共　
　　

犬　

鹿
の
子
句
躰
に　

よ
る
へ
し

一
、
人
の
類

父　

母　

主　

花
守　

関
守　

渡
守　

男　

民　

賤	

　

」（
二
九
オ

）

一
、
水
辺
の
類

嶋　

御
崎　

塩
木　

氷
柱　

溝　

筧
下
樋
と
も　

簗　

網
代　

帆
か
け
舟
共　

井
関　

〇
清
水
か
も
と　
〇
初
汐　
〇
棚
な
し
小
舟　
〇
魚
火
の
類

一
、
居
所
の
類

栖　

庵
田
庵
は

可
用　

床　

閨　

霧
の
ま
か
き　

壁　

甍　

家
柱　

芦
屋　

艸
茨	

里
古
リ
て　
〇
朽
窓　
〇
松
門　
〇
芦
茨

一
、
旅
の
類

駅　

馬　

餞　

旅
の
文　

あ
り
ま	

　

」（
二
九
ウ

）

一
、
雑
の
類

灯　

焼
火　

天
乙
女　

莚　

御
ノ
字　

琴　

酒　

詩　

哥　

糸
竹
の
類　

筆
の
跡　

七
夕
の
類　

雪
月
花
の
似
せ
物　

た
と
へ
物　

御
祓　

写
絵　

	

古
引
板　

鳴
子　

立
田
姫　

佐
保
姫　

皇
居　

種
蒔　

弓
矢　

縣
召　

	

司
召　

蓑
笠　

扇　

霰
走　

子
日　

白
馬
等　

鶉
衣　

身
に
し
む　

市　

	

麻
衣　

桜
田　

桜
貝　

桜
鯛　

桜
人　

淋
し　

侘
し　

嬉
し
等　

寐
覚　

	

畑
焼　

藻
塩
火　

夢　
〇
賤　
〇
家
の
風　
〇
初
鳥
狩
」（
三
〇
オ

）　
〇
鶯
袖　

	

〇
馬　
〇
茶
摘

　
　
　
　
　

以
上
十
句
の
内
へ
不
用
物
也
。

　
　
　
　

面
十
句
の
内
不
附
詞
の
事

　

袖
ニ
湊　

片
岡
ニ
森　

霞
ニ
関　

鶯
ニ
関

　
　
　
　

此
外
可
准
之
。
名
所
ニ
成
ル
ハ
嫌
之
也
。

　
　

永
禄
四
年　

宗
養　

昌
体　

議
定
之
。

　
　
　
　

神
前
可
忌
詞	

　

」（
三
〇

ウ

）

不
□
（
虫
損
）
高
根　

桜
狩　

藤
衣　

桜
戸　

空
キ
□
（
虫
損
）
　

山
の
霞　

夕
の
雨　

明
石
の
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一
〇

渡
リ　

鳴
神　

須
磨
の
上
野　

皷
打　

跡
な
き
旅　

空
キ
床　

不
類
の
国　

	

空
袖　

朝
の
雲　

は
か
な
き
旅　

月
日
の
隠　

化
し
野　

俤
と
な
き　

夢
の
世　

	
祢
の
国　

鞠
ゆ
ふ　

あ
た
ら
国　

行
水　

死
出
山　

鳥
辺
野　

夢
の
内　

	
古
郷
も
な
し　

唐
の
芳
野　

な
け
き
の
床

　
　

右
応
安
二
年　

大
原
千
句
ニ
定
る
者
也
。	

	
	

　

」（
三
一
オ

）

　
　
　
　

会
席
二
十
五
禁
之
事

　

一
、
難
句
の
事

　

一
、
禁
句
の
事

　

一
、
高
雑
談
の
事

　

一
、
高
吟
の
事

　

一
、	

あ
く
ひ
眠
等
の
事

　

一
、	

遅
参
の
事

　

一
、	

大
食
大
酒
の
事

　
　
　
　
　

殊
更
為
老
躰
不
似
合
候
歟

　

一
、	

連
哥
ひ
き
く
出
し
、
執
筆
に
と
は
る
ゝ
事	

　

」（
三
一
ウ

）

　

一
、	

座
敷
し
け
く
立
事

　

一
、	

為
末
座
雪
月
花
好
む
事

　

一
、	

人
の
句
を
出
ス
時
、
隣
座
の
人
に
そ
ゝ
め
き
事

　

一
、	

一
ふ
し
あ
る
句
を
上
手
案
す
る
時
、
初
心
と
し
て
付
る
事

　

一
、
為
亭
主
会
席
急
事

　

一
、	

人
の
句
を
出
ス
時
、
音
曲
な
と
の
様
ニ
声
作
し
て
出
合
に
も
て
な
し
て
、

礼
の
間
に
我
句
を
つ
く
る
事

　

一
、	

座
敷
興
を
催
す
事	

　

」（
三
二

オ

）

　

一
、	

礼
の
事　

殊
に
出
家
不
似
合
歟

　
　
　
　
　

諸
事
礼
ハ
二
度
計
歟

　

一
、
扇
を
ひ
ら
き
つ
か
ふ
事

　

一
、
其
主
に
不
似
合
句
の
事

　

一
、
無
用
の
食
物
度
々
出
る
事

　

一
、
執
筆
を
こ
し
て
指
合
を
く
る
事

　

一
、
人
の
句
の
さ
し
合
を
く
り
て
我
句
を
と
む
る
事

　

一
、
よ
く
も
な
き
連
哥
し
け
く
直
ス
事

　

一
、
我
句
に
人
の
付
ぬ
に
座
鋪
立
事	

　

」（
三
二
ウ

）

　

一
、
我
句
を
我
と
吟
す
る
事

　

一
、
句
を
出
し
か
け
て
末
を
直
ス
事

　
　
　

長
享
三
年
八
月
日　

宗
祇
在
判

右
以
祇
公
正
筆
書
之
。
門
弟
宗
知
依
所
望　

染
老
筆
者
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
山
遊
翁　

宗
因
拝

	

　

」（
三
三
オ

）

　
　
　
　

連
歌
会
席
法
度

一
、
会
日
刻
限
き
は
ま
り
な
ば
、
急
々
進
ミ
寄
リ
て
座
列
す
へ
し

一
、
指
而
無
用
輩
節
々
不
可
席
立
事

一
、
句
を
高
声
に
詠
吟
し
、
ま
た
雑
談
す
ま
し
き
事

一
、
扇
鳴
ら
す
ま
し
き
事

一
、
い
ね
ふ
り
行
跡
み
た
す
ま
し
き
事

一
、	

末
座
の
若
輩
、
さ
し
合
を
高
声
に
言
へ
か
ら
す
。
自
然
不
及
指
合
沙
汰
し

て
」（
三
三

ウ

）
於
書
時
は
、
潜
に
隣
座
の
人
に
可
言
伝
事

一
、
其
席
の
宗
匠
之
外
、
さ
し
合
以
下
不
可
及
諍
論
事
。

一
、
初
心
之
人
不
可
致
句
数
事

一
、	

我
仕
た
る
句
に
、
次
の
句
不
附
間
は
不
可
立
席
。
併
不
叶
義
あ
ら
は
、
無

是
悲
（
マ
マ
）事

一
、
満
座
已
前
不
可
立
席
事
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一
一

　
　
　

右
如
件

　

先
師
法
橋
昌
叱
定
所
也
。	

　

」（
三
四
オ

）

　
　
　

定　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定

　

一
、	
諸
礼
停
止	

一
、
諸
礼
停
止

　

一
、	
一
句
一
直	

一
、
雑
談
無
益

　

一
、	

出
合
遠
近	

一
、一
句
一
直

　
　
　

	　

但
シ
声
先	

一
、
雪
月
花
一
句

　

一
、	

雪
月
花
の
事	

一
、
出
合
遠
近

　

一
、	

隣
座
問
答	

　
　
　

但
声
先

　

一
、	

高
吟
高
笑	
　

一
座
千
句
ノ
時
は
雑
談
無
益
ノ
所
へ

　
　

執
筆
宗
匠
之
外	
　

月
句
三
連
と
書
入
へ
し
。

　
　

不
可
指
合
改
め
如
件
。	

　

我
家
ニ
此
二
法
ヲ
用
ゆ
る
時
は	

」（
三
四
ウ

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

　

右
旧
式
也
と
書
へ
し
。

右
祇
公
廿
五
禁
以
下
旧
式
四
通
也
。根
本
式
の
時
は
二
十
五
禁
し
か
る
へ
し
。

千
句
定
式
は
矢
数
等
の
時
、
可
用
也
。
一
と
せ
義
仲
寺
ニ
而
、
奉
扇
会
の
初

興
行
ニ
も
古
式
の
五
定
式
ヲ
用
へ
し
也
。
文
台
を
立
法
式
の
時
は
、
必
々
為

弁
抄
の
五
條
式
を
用
ゆ
へ
し
。
其
時
は
決
し
て
立
懐
帋
た
る
へ
し
。	

	
	

　

」（
三
五
オ

）

　
　
　
　

夢
想
式

一
、	

季
な
し
の
句
を
見
た
る
時
は
、脇
の
句
に
て
見
た
る
時
の
季
を
作
る
へ
し
。

又
二
句
見
た
る
時
は
、
発
句
脇
也
。
哥
を
見
て
も
お
な
し
心
也
。
依
て
上
下

と
言
。
上
の
句
に
は
季
あ
り
て
、
下
の
句
に
季
な
き
時
は
、
上
の
句季

を
用
ひ

て
第
三
す
へ
し
。
二
句
な
か
ら
季
あ
る
時
は
、
下
の
句季

を
用
ひ
て
第
三
す
へ

し
。

又
短
句
は
か
り
見
た
る
時
は
、
表
九
句
に
し
て
」（
三
五

ウ

）
夢
想
の
下
の
句
に

上
の
句
を
付
る
も
の
也
。
ほ
句
の
心
に
し
て
附
句
に
切
字
を
入
る
也
。
た
と

へ
夢
想
の
短
句
に
切
字
あ
り
と
も
、
附
句
に
切
字
入
る
へ
し
。

右
奉
納
夢
想
等
に
は
、
五
音
の
続
や
う
、
口
伝
。

五
音
十
声
の
詞
つ
ゝ
き
を
取
也
。

二
条
家
の
伝
に
、
親
疎
の
事
あ
り
。

　
「
よ
し
野
山
み
ね
に
棚
引
白
雲
の

　
　
　

匂
ふ
は
花
の
さ
か
り
也
け
り

　

此
哥
、
正
親
と
言
へ
し
。	

　

」（
三
六
オ

）

　
「
小
男
鹿
の
妻
乞
ふ
山
の
葛
か
つ
ら

　
　
　

く
る
よ
な
し
と
や
恨
ミ
侘
ら
ん

　

此
哥
に
は
一
所
疎
あ
り
。
さ
れ
と
も
親
の
部
に
入
た
り
。

　
「
色
も
香
も
む
つ
ま
し
き
か
な
菊
の
花

　
　
　

千
と
せ
の
秋
の
か
さ
し
と
お
も
へ
は

　

此
哥
疎
也
。
親
疎
は
和
哥
に
も
連
哥
に
も
お
し
へ
の
一
つ
也

右
奉
納
伝
に
親
疎
の
事
、
専
ニ
す
へ
か
ら
□
（
虫
損
）。」（
三
六
ウ

）
親
疎
は
奉
納
に
か
き

り
た
る
事
ニ
あ
ら
す
。
奉
納
に
は
、
詞
つ
ゝ
き
、
縁
つ
ゝ
き
、
音
通
、
連
声
、

五
音
、
十
声
、
用
ゆ
る
也
。
猶
口
伝
。	

	
	

　

」（
三
七
オ

）

（
白
紙
）	

	
	

　

」（
三
七
ウ

）

（
裏
表
紙
）

〈
付
記
〉

　

本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
手
錢
家
の
皆
様
に
は
特
段
の
お
世
話
に
預
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、
手
錢
記
念
館
の
佐
々
木
杏
里
様
に
は
、
細
部
に
わ
た
り
懇
切
な

ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
稿
は
、
山
陰
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
山
陰
地
域
文
学
関
係
資
料
の
研
究
」

（
二
〇
一
六
～
二
〇
一
八
年
度
、
代
表
・
野
本
瑠
美
）、
国
文
学
研
究
資
料
館
基
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一
二

幹
研
究
「
近
世
に
お
け
る
蔵
書
形
成
と
文
芸
享
受
」（
代
表
・
大
高
洋
司
）、
科

学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
））「「
人
を
結
び
つ
け
る
文
化
」
と
し
て

の
俳
諧
研
究
」（
研
究
課
題
番
号
二
六
三
七
〇
二
五
九
、
代
表
・
伊
藤
善
隆
）

の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
稿
は
、
拙
稿
「
季
硯
句
集
『
松
葉
日
記
』
―
手
錢
記
念
館
所
蔵
俳

諧
資
料
（
一
）
―
」（『
山
陰
研
究
』
第
六
号
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）、
同
「
翻

刻
・
手
錢
記
念
館
所
蔵
俳
諧
伝
書
（
一
）
―
手
錢
記
念
館
所
蔵
俳
諧
資
料
（
二
）

―
」（『
湘
北
紀
要
』
三
五
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
）、
同
「
百
蘿
追
善
集
『
あ

き
の
せ
み
』―
手
錢
記
念
館
所
蔵
俳
諧
資
料（
三
）―
」（『
山
陰
研
究
』第
七
号
、

二
〇
一
四
年
一
二
月
）、
同
「
翻
刻
・
手
錢
記
念
館
所
蔵
俳
諧
伝
書
（
二
）
―

手
錢
記
念
館
所
蔵
俳
諧
資
料
（
四
）
―
」（『
湘
北
紀
要
』
三
六
号
、
二
〇
一
五

年
三
月
）、
同
「
衝
冠
斎
有
秀
追
善
集
『
追
善
華
罌
粟
』
―
手
錢
記
念
館
所
蔵

俳
諧
資
料
（
五
）
―
」（『
山
陰
研
究
』
第
八
号
、二
〇
一
五
年
一
二
月
）、同
「
翻

刻
・
手
錢
記
念
館
所
蔵
俳
諧
伝
書
（
三
）
―
手
錢
記
念
館
所
蔵
俳
諧
資
料
（
六
）

―
」（『
湘
北
紀
要
』
三
七
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
）、
同
「
椎
の
本
花
叔
編
『
椎

の
も
と
』
―
手
錢
記
念
館
所
蔵
俳
諧
資
料
（
七
）
―
」（『
山
陰
研
究
』
第
八
号
、

二
〇
一
五
年
一
二
月
）、
に
続
く
研
究
成
果
で
あ
る
。
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一
三

〈
参
考
図
版
〉

１
．
表
紙

２
．
冠
李
蔵
書
印
（
一
ウ
・
部
分
）

３
．
表
紙
見
返
し
・
一
オ
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一
四

４
．
一
ウ
（
冠
李
蔵
書
印
）・
二
オ
（
本
文
巻
頭
）

５
．
一
四
ウ
・
一
五
オ
（
貼
紙
）
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一
五

６
．
一
八
ウ
・
一
九
オ
（
貼
紙
）

７
．
二
一
ウ
・
別
紙
（
表
）
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一
六

８
．
別
紙
（
裏
）・
二
二
オ

９
．
三
六
ウ
・
三
七
オ
（
巻
末
）


